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算数の有用性が感じられる教材の開発とその実践
～「水分け算」を用いた整数の見方に対する問題を通して～

嶋田 珠理1，山田雅博 1

　 近年，算数・数学嫌いな子どもが増えていると言われている。その理由の一つとして
「どうして算数・数学が必要なのか分からない」と子どもが感じていることが挙げられ
る。つまり，自分たちの身の回りで，算数・数学が使われていることが感じられにくい
のである。そこで，子どもたちに少しでも，身の回りの算数に触れてほしいと思い，和
算のひとつである「油分け算」に焦点を当て，研究・授業実践を進めた。

＜キーワード＞ 算数の有用性，倍数，約数

1. はじめに

国際数学・理科教育動向調査の 2003年調査
（TIMSS2003）による「算数の勉強が楽しい
か」という質問に対して，日本では「強くそ
う思う」と答えた児童の割合が 29％であり，
国際平均値の 50％よりも 21ポイント下回っ
ている。これは国際的に見て低いレベルにあ
る。算数の有用性が感じられないということ
が，算数の楽しさを低減させる深刻な原因と
なっていると考えられる。このような問題を
解決するためにも，子どもたちに身の回りの
事柄と算数との関連性を意識的に伝えていく
ことが必要だと考えられる。

そこで，和算を取り入れた教材の開発を進
めた。和算は江戸時代に始まり，庶民の間で
楽しまれていた。和算が楽しまれていた理由
としては，日常生活に関係した問題が扱われ
ていたことが考えられる。例えば今回取り上
げた「油分け算」は，大きな容器に入ってい
る油を２つの容器で二等分するという問題で
ある。油分け算は，実際に生活場面の中から
出てきた問題を取り扱っているため，身の回
りの算数を体験するには，とてもよい教材に
なるのではないかと考えた。さらに，油分け

算の問題解決には，小学校６年生の既習事項
である「倍数・約数」が使われる。既習事項を
用いて問題を解決することにより，算数の有
用性が感じられるのではないかと考えた。本
論文では，問題の設定を油ではなく水として
いるので，「水分け算」と呼ぶことにする。

水分け算は先に述べたように，もともとは
2つの容器で二等分する問題である。今回は
二等分することだけに留まらず，2つの容器
を使って量ることのできる水の量はどれだけ
あるかというところまで考察した。その結果，
量ることのできる水の量と 2つの容器の容量
との関係を見つけ出した。その関係を見つけ
る過程において，小学校６年生で学習する整
数の見方（倍数・約数）を用いるので，6年
生を対象とした教材として開発を進めようと
試みた。本論文では、その教材と授業実践に
ついて述べる。

以前，水分け算の教材化と実践を行った一
例として，山路・山田 [2]の「数学的な見方や
考え方を高める教材開発とその実践」がある。
[2]での授業は，子どもたちに自由に容器の大
きさを設定させ，どんな量が作れるか調べる
実験の個数を競わせるというものだった。自
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主性や試行錯誤をねらいとしていたが，実践
においては，たくさん実験をやることに重点
を置いたため，子どもたちは２つのカップの
容量と作れる量の規則性にたどりつくことは
できなかった。今回我々は，倍数・約数に気
づきやすいようなカップの大きさをあらかじ
め選び，子どもたちに提示することで，規則
性を見つけることを重視した。実験結果を吟
味し，算数的な考察を大切にしたいと考えた。
そして，倍数・約数の有用性を感じられるこ
とをねらいとした。

2. 水分け算について

以下のことがすでに証明されている ([2])。
２つの容器の容量を n(`)，m(`)，
nとmの最大公約数を dとすると
量ることのできる水の量は，
d(`)，2d(`)，3d(`)，・・・，n + m(`)

（ただし n, mは自然数，n >
= mとする。

また，n + mは dの倍数である。）

3. 教材について

教材のねらいは以下の３つである。

(1) 体験的な活動から問題場面を理解した
り，考える楽しさを感じられること。

(2) 整数の見方の理解を一層深めること。

(3) 算数の有用性を感じられること。

ねらい (1)について述べる。最初に，算数を
作り出す過程を子ども自身が体験・実感する
ことはとても大切である。この活動を通して，
子どもたちは，解決方法や答えについて考え
る。また，これからの学習や生活において学
んだことを大いに生かしていくきっかけにも
なると考える。今回は，水やカップなどの具
体物を使うことで問題場面を正確に理解でき
るようにし，次に半具体物に置き換え，慣れ
たら表だけを用いて考えられるようにするこ
とも大切にしたいと考えた。このような抽象
化を進めていくことで，表のよさも理解する
ことができる。

ねらい (2)について述べる。２つの容器を
使って量ることのできる水の量に関する規則
性を探す中で，２つの容器の容量を表す整数
や，量ることのできる量を表す整数を見て，ど
んな関係があるのかを考えることになる。い
くつかの実験結果から，関係を推測する。こ
のような帰納的な考え方は，算数の考え方の
一つであり，小学校で大切にしたいことでも
ある。このように，整数の見方を利用して問
題を解決することで，理解が一層深められる
と考える。
ねらい (3)について述べる。学習指導要領

[3]には「最大公約数及び最小公倍数を形式的
に求めることに偏ることなく，具体的な場面
に即して取り扱う程度とする。」と書かれてい
る。しかし，倍数や約数の考え方は，分数の
通分や約分にだけ使われているというイメー
ジが強く残り，具体的な場面から離れてしま
いがちなのではないかと感じている。そこで，
生活に即した問題場面での問題解決を行う中
で，倍数や約数が使われることに気づくとい
う体験をすることが，子どもたちが算数の有
用性を感じるいい機会になるのではないかと
考えた。

4. 授業のねらい
この授業でのねらいは，次の２点である。授
業のねらい 1©が教材のねらい (1)と対応，授
業のねらい 2©が教材のねらい (2)及び (3)と
対応している。

1©体験的な活動を通して，自ら考える力を
養い，考えることの楽しさを感じることがで
きる。

2© 実際の問題解決場面において，既習の
内容が有効に使われることを感じることがで
きる。
以下に，ねらいの設定の理由について述
べる。
１つ目のねらいは，「生きる力」の育成を目
指したものである。平成 10年に中教審答申
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で述べられた「生きる力」は，多様な意味を
持つが，今回はその中から，自分で課題を見
つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，
行動し，よりよく問題を解決する能力に焦点
を当て，それを育てることにした。体験的な
活動の中で，問題解決能力を高められるとと
もに，体験的な活動を取り入れることによっ
て，考えることの楽しさも感じやすいのでは
ないかと考えたからである。
２つ目のねらいは，身の回りの問題を解決
するために，算数の授業で学習した内容が使
えることを理解してほしいと思ったからであ
る。そしてこの授業をきっかけに，算数がい
ろいろな場面で使われていることに目を向け
られるようになればと考えた。
このような２つのねらいを達成するために，
次のような工夫をした。まず，授業中ずっと
水を使って実験をすることはできない。その
理由は，時間がかかること，水はこぼす可能
性が高いこと，そしていつまでも具体物に頼
るのは算数的活動とは言えないと考えたから
である。そこで，体験的な活動を取り入れる
ために，半具体物を準備した。水１ d`を発泡
スチロールのタイル１枚に置き換えた。これ
をカップに出し入れすることよって視覚的に
も捉えやすくなると考えた。
カップの容量については先にも述べたよう
に，授業者が定める。倍数・約数が使われてい
ることに気づくことがねらいであるので，倍
数・約数に気づきやすい数字を選んで，子ども
たちには必ずそのカップでの実験を行うよう
指示した。そして授業者が提示したカップで
の実験が終わったら，カップの容量をグルー
プで自由に決めてもよいとした。また，子ど
もたちの課題追究の時間には，誘導的な指導
はせずに，活動の進め方は子どもたちに任せ
た。そのことで，子どもたちの自主的に考え
る力を養うことができると考えたからである。
６年生の既習事項との関係について次に述
べる。６年生では「数や図形の見方」という

単元の中で，倍数・公倍数・約数・公約数に
ついて学習する。水分け算では，２つの容器
の容量や作ることのできる水の量という数に
着目して，その関係を追究することになるの
で，整数の見方について深められると考えら
れる。整数を多様な見方をすることで，倍数・
約数が使われていることに気付くことを大切
にしたいと考える。

5. 授業の様子

岐阜県本巣市立外山小学校の 6年生 7名を
対象に，平成 18年 1月 26日に実践を行った。
しかしこの日は 1名欠席したため，実際には
6名で授業を行った。授業の指導案は本論文
の最後にある。

以下に，授業の流れに沿って子どもたちの
活動の様子を記載する。

●問題提示
大きなやかんの中に 8d`の水が入って
います。5d`と 3d`のカップを使って，
4d`ずつに分けることができるでしょ
うか。ただし，２つのカップには目盛
りはありません。

この問題を提示する際に，子どもたちが今
日の問題に意欲的に取り組めるように動機づ
けとして，8d`の水と２つのカップしかない場
面を想像させる話をした。そのことで，どう
して 4d`ずつに分けるのかということを，子
どもたちが理解できる。「4d`ずつ分けられる
かどうか」という問題を見ると，児童の何人
かはすぐに，カップの水をうつす操作を空中
で行いながら，4d`の水を作る方法を考えて
いた。

最初は，「え～，無理じゃないの？」という
反応を見せた子どもたちも，しばらく時間を
とって予想を聞いてみたところ，全員が「4d`

ずつ分けられる」に手を挙げた。

●ルール・表の提示

本授業で適用したルールは以下である。
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1. 5d`のカップを満タンにする。

(5d`のカップが空のとき)

2. 5d`のカップから 3d`のカップへ水
をうつしてもよい。

(3d` のカップが満タンになるよう
に)

3. 3d`のカップが満タンになったら水
をやかんに戻す。

ルールを提示しようとしたとき，「なんで
ルールが必要なのだろう」と疑問に思った児
童もいたようだった。実際，ある児童は「ルー
ルなんてあるの？」という言葉を口にしてい
た。我々が水分け算について考えた際，水の
うつし方にルールをつけておかないと，無駄
な操作が出てきてしまうことが分かった。そ
こで，ルールを提示したが，子どもたちがい
ろいろ試してみる中で気づくことができたの
ではないかと思った。
ルールは事前に紙に書いたものを用意して
おいたので，ひとつずつ読みながら黒板に貼っ
ていった。しかしそれだけでは分かりにくい
と感じたので，その後やかん，カップ，水を
使って実際に操作を行いながら，ルールの定
着を図った。ルールを説明している間，一人の
児童は問題について考えていて，途中で「僕
もう分かった！！」と言った。
カップの中の水の量を明確にするため，下
のような表を用いることにした。
5d`の容器の
水の量

5 2 2 0 5 4

3d`の容器の
水の量

0 3 0 2 2 3

２つの容器の水
の量の合計

5 5 2 2 7 7

最初は全体で，やかんとカップ，水を使っ
て実際に操作を行い，カップの中の水の量を
確認しながら表に数字を書き込んでいった。
何回かやるうちに，要領が分かってきたよう
だった。また，「4」という数字が出てくると，

子どもたちは「4d`ができた」と，予想が当
たったことに嬉しそうな表情をしていた。
●課題設定
5d`と 3d`のカップを使って 4d`ずつに分け

られることが分かった時点で，もう一度表を
見るように言った。それは，4d`以外の量も
作れていることに気付かせるためである。5，
2，3，7d`も作れていることから，それ以外
に作ることのできる量はないのかという疑問
が出てきた。また，カップの容量を変えると
どうなるのだろうという疑問から，課題を次
のように設定した。
いろいろな大きさのカップを使って，作
ることのできる水の量の秘密を見つけよ
う。
●グループごとの取り組み１
ここで授業者から提示したカップの容量は
次の４つである。
・5d`と 3d`のカップ
・6d`と 2d`のカップ
・5d`と 4d`のカップ
・6d`と 3d`のカップ
＜Ａグループ＞
5d`と 3d`のカップ，6d`と 2d`のカップを

使った場合の実験にまず取り組んだ。半具体
物をずっと使いながら，表に数字を書き込ん
でいたが，すぐに終わってしまった。この２
つの結果を見て，「カップの容量がどっちも奇
数だと，1d`，2d`，3d ・̀・・とできるけど，カッ
プの容量が偶数だと，2d`，4d`，6d`・・・しか
できない」と，秘密見つけを始めた。
そして「他の大きさのカップでやってみて
もいいですか？」という自主的に進めていこ
うとする姿も見られた。あとで行う予定だっ
た 6d`と 4d`のカップに取り組んだ。
両方偶数のカップにしたのは，やはり先ほ
どの予想があったからだと思う。その後，8d`

と 3d`のカップを選んだのは，一方が偶数の
容量でもう一方が奇数の容量の場合もあると
いうことに気づいたからだと考えられる。
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＜Ｂグループ＞

5d`と 4d`のカップ，6d`と 3d`のカップを
使った場合の実験に取り組み始めた。Ｂグルー
プは，最初から半具体物を使わずに，表に数字
を書き込んでいった。次の数字を書き込む前
に必ずルールを確認している姿から，ルール
に忠実にやろうとする気持ちがとても伝わっ
てきた。頭の中では水の移動が行われていた。

しかし途中からは，算数の苦手な児童に対
して，同じグループの児童が半具体物を使い
ながら説明し，みんなが理解しながら進んで
いけるようにという配慮が見られた。算数が
苦手でも，半具体物を使うと水の量が分かり
やすいので，タイルの数を数えながら，表に
数字を書き込んでいた。

●中間交流

子どもたちから出た結果は以下のようにな
った。

5d`と 3d`のカップを使って作ることの
できる水の量
1d`，2d`，3d`，4d`，5d`，6d`，7d`，
8d`

6d`と 2d`のカップを使って作ることの
できる水の量
2d`，4d`，6d`，8d`

5d`と 4d`のカップを使って作ることの
できる水の量
1d`，2d`，3d`，4d`，5d`，6d`，7d`，
8d`，9d`

6d`と 3d`のカップを使って作ることの
できる水の量
3d`，6d`，9d`

この結果を見て，分かることや疑問に思う
ことを聞いてみた。

・カップの容量がどっちも奇数だと，1d`，
2d`，3d`・・・とできるけど，カップの容量が
偶数だと，2d`，4d`，6d`・・・しかできないと
思っていたけど，6d`と 3d`の結果を見て，あ
てはまらないのが疑問です。(Ａグループの児

童より)

・6d`と 2d`のカップを使って作れるのは 2

の倍数ばっかりで，6d`と 3d`のカップを使っ
て作れるのは3の倍数ばっかりなので，倍数が
関係しているのかなと思いました。(Ｂグルー
プの児童より)

この時点で，最大公約数という言葉は出て
こなかった。どのカップの組み合わせにも共
通して言えることを探そうということを確認
し，次の段階に移った。
●グループごとの取り組み２
ここで授業者から提示しようと考えていた
カップの容量は次の２つである。中間交流ま
での秘密見つけでは最大公約数が関係してい
ることに気づいた児童はいなかったが，この
２つの実験を行うことで，さらに倍数・約数
に気づきやすくなるのではないかと思い，こ
の２つを設定した。
・6d`と 4d`のカップ
・9d`と 6d`のカップ
しかし一方はすでにＡグループが自主的に
行ったので，Ｂグループにのみ 9d`と 6d`の
カップで実験を行うように提示した。
＜Ａグループ＞
自分たちでカップの容量を考えて，いろい
ろな場合を試していた。しかし半具体物から
離れることはなかった。その中で，作れた水
の量が，ある数字の倍数になっていることに
気づき，ある数字はどこから出てきたのか考
えるようになった。しばらくして一人の児童
が，カップの容量の最大公約数になっている
ことに気づいた。そのことにグループ全員が
納得したようだった。
「どうして最大公約数が関係すると思う？」
という問いかけに対しては，とても頭を悩ま
せていて，結論は出ていなかった。
＜Ｂグループ＞
用意していた9d`と6d`のカップを使った場

合を実験した。先程と同じく半具体物を使っ
たので，水の量の変化が分かりやすいようだっ
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た。Ａグループに比べて実験の回数は少なかっ
たが，作れた水の量を見て秘密を探す姿は見
られた。秘密見つけをする中で，中間交流で
倍数が関係していそうだと予想していた児童
が，「分かった！！」と，笑顔で説明し始めた。
それを聞いた同じグループの児童も納得した
ようで，自分の言葉でまとめを書き始めた。

6d`と 4d`のカップを使って作ることの
できる水の量
2d`，4d`，6d`，8d`，10d`

9d`と 6d`のカップを使って作ることの
できる水の量
3d`，6d`，9d`，12d`，15d`

●まとめ・全体交流

２つのカップの容量の最大公約数の倍数が，
作ることのできる水の量になっていることは，
全員がまとめとして書けていた。また，その
量は２つのカップの容量の和までであること
を書いている児童も多かった。

また，次のような言葉の式で結果を表した
児童もいた。

(2つのカップの
容量の合計)

÷ (2つのカップの容
量の最大公約数)

＝ (作ることのできる水の量の個数)

これは，作ることのできる水の量の個数に
着目したところは新しい見方と言える。

6. 授業実践の結果と考察

[1] アンケート結果より

1．授業は分かりやすかったですか？
とても分かりやすかった 5人
分かりやすかった 1人
ふつう 0人
分かりにくかった 0人

2. 授業の中で難しいなと感じたことは
何ですか？
・作ることのできる水の量の実験をし
て，そこから分かることを考えること。
(３人)

・最大公約数がどうして関係しているか
ということ。(１人)

・練習問題 (１人)

・ない。(１人)

3. 授業の中で楽しかったことは何で
すか？
・実験して分かると楽しい。
・実験して表に書き込んだり秘密を見つ
けたりすることが楽しかった。
・いろいろな量で実験できたこと。
・カップを使って実験したこと。
・水をうつしたこと。
・グループでやったこと。

4. 授業で勉強したことが、使えそうだ
と感じられましたか？
感じられた 5人
なんとなく感じられた 1人
感じられなかった 0人

[2] ねらいに対する考察

・教材のねらい (1)に対して

最初にやかんやカップ，水を使って問題場
面をみんなで確認したことで，問題場面の理
解は深まったと感じている。その後，半具体
物の利用によって，グループ内で協力しなが
らみんなが理解できるまで，説明し合ってい
た様子も見られた。いろいろな大きさのカッ
プを使って実験に楽しさを感じることができ
たということは，アンケート結果にも表れて
いた。

・教材のねらい (2)に対して

子どもたちは我々が考えていたより，帰納
的に考えることに慣れていたようだった。そ
れは，いくつか実験が終わった時点で，自分
たちでカップの容量を決めて，実験を進めて
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いく姿から感じられた。最大公約数や倍数と
いう考え方が出てくるまでに，多少時間はか
かったが，そのことで，整数の見方に対して
は深まったのではないかと思う。
・教材のねらい (3)に対して
倍数・約数が使われていると気づいたとき
の子どもたちの反応から，子どもたちの中に
今までなかった算数に対する見方が生まれた
のではないかと思う。ただ問題を解くために
倍数や約数を覚えるのではなく，身の回りの
問題解決としても使われることを感じられた
と，アンケート結果からも言えるだろう。

7. 実践の振り返りと今後の課題
まず，今回授業を行ったクラスは，事前に
考えていたよりも，自主的に進めていくこと
ができるクラスであったため，少し物足りな
い部分もあったのではないかと感じた。例え
ば，ルールの設定は，子どもたちの活動の中
で，自然に出てきたのではないか思う。今回
の授業では，早く解くことが目標ではなかっ
たので，操作の回数が多くなっても，何 d`の
水が作れるかということは分かったであろう。
また，グループにも偏りがあった。事前に意
図的に分けておけば，偏りはなくなったと思
うが，それがいいかどうかは分からない。今
回も，偏りがあったとはいえ，それぞれのグ
ループのよさは，しっかり出ていたと思う。こ
のようなことから，子どもたちにとって，もっ
と充実した授業にするためには，子どもの実
態の把握を徹底しなければならないと感じた。
授業の流れとしては，問題で「分ける」と

いう言葉を使い，途中で「作る」という言葉
に変えたことで，問題の意識が子どもたちか
ら離れてしまったように感じた。問題を分か
りやすい場面に設定し，その問題解決の中で
算数が使われていることに気づいてほしいと
願っていたが，我々の願いの伝え方も足りな
かった。授業以外の場面で，既習事項が使え
ることを感じてもらうためにも，最後にもう
一度問題に戻り，「結局，何 d`のカップを持っ
ていれば，一番得なのだろうか？」と問うな
ど，算数の有用性を感じられる方法は他にも
たくさん考えられたのではないかと反省して
いる。
このような反省もあるが，今回の実践から，
水分け算は倍数・約数の有用性を感じられる
教材として有力であることが分かった。水分
け算だけでなく，今後は算数の有用性を感じ
させる教材として，和算を研究していきたい
と感じている。
最後に，本巣市立外山小学校の先生方には
大変お世話になりました。この場を借りて，感
謝の意を表します。ありがとうございました。
引用・参考文献

[1] 文部科学省，国際数学・理科教育動向調
査の 2003年調査（TIMSS2003）.

[2] 山路健祐・山田雅博，２００２，数学的
な見方や考え方を高める教材開発とそ
の実践～和算の教材化と実践～，岐阜
数学教育研究，Vol.1，31-40.

[3] 文部省，小学校学習指導要領解説 算数
編，平成１１年５月



岐阜数学教育研究 81

過
程

学習活動 援助・留意点

導
入

●問題提示
大きなやかんに 8d`の水が入っています。5d`と 3d`

のカップを使って，4d`ずつに分けることができるで
しょうか。ただし，5d`と 3d`のカップに目もりはあ
りません。
・予想をたてる。
・前で実際に行ってみる。

・やかん・カップ・水を用意し、
視覚でも捉えやすくする。
・水をこぼさないよう気をつ
けるようにはするが、新聞紙
やぞうきんを用意しておく。

●ルール確認
1© まず 5d`のカップを満タンにする。
(5d`のカップが空のときに限る。)

2© 5d`のカップから 3d`のカップへ水をうつすこと
はできる。
(3d`のカップが満タンになるように。)

3© 3d`のカップが満タンになったときに限り、水を
やかんにもどす。
・操作の様子は表に書き込んでいく。
5d`のカップ (d`) 5 2 2 0 5 4

3d`のカップ (d`) 0 3 0 2 2 3

2 つのカップの合計 (d`) 5 5 2 2 7 7

・５ d`のカップの中に４ d`が作れることが分かる。
・ほかに何 d`の水が作れるのだろう？？
・カップの大きさを変えるとどうなるのだろう？？

・ルールを最初に提示するが、
実際に操作を行いながら確認
することで、水の流れが一定
の方向であることを分かるよ
うにする。
・水を操作する、表に数字を
書き込む、という役割を児童
に分担し、ルールや表の書き
込み方に慣れることができる
ようにする。

展
開

●課題設定
いろいろな大きさのカップを使って，作ることので
きる水の量の秘密を見つけよう。
＜グループＡ＞
5d`のカップ (d`) 5 2 2 0 5 4 4 1

3d`のカップ (d`) 0 3 0 2 2 3 0 3

2 つのカップの合計 (d`) 5 5 2 2 7 7 4 4

　

　　　　　　　　　　　
1 0 5 3 3 0 5

0 1 1 3 0 3 3

1 1 6 6 3 3 8

☆作ることのできる水の量の
定義
「どちらかのカップに入ってい
る水の量」
もしくは
「２つのカップに入っている水
の量の合計」の
どちらでもよい。
・２つのグループに分け、そ
れぞれ実験に使うカップの大
きさを決める。
・次の６つの実験は必ず行う。
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6d`のカップ (d`) 6 4 4 2 2 0 6

2d`のカップ (d`) 0 2 0 2 0 2 2

2 つのカップの合計 (d`) 6 6 4 4 2 2 8

・5d`のカップと 3d`カップを使ったら 1∼8d`の水が作
れた。
・6d`のカップと 2d`のカップを使うと,2，4，6，8d`の
水しか作れない。
・2，4，6，8は全部 2の倍数になっているから，倍数が
関係あるのかな。
・カップの容量も 2の倍数になっている。

・5d`のカップと 3d`のカップ
・6d`のカップと 2d`のカップ
・5d`のカップと 4d`のカップ
・6d`のカップと 3d`のカップ
・6d`のカップと 4d`のカップ
・9d`のカップと 6d`のカップ
・グループごとに実験すると
きは水を使わず，小さいタイ
ル 1枚を 1d`として操作する。
ただし，必ず使わなければな
らないわけではない。

＜グループＢ＞
5d`のカップ (d`) 5 1 1 0 5 2 2 0 5

4d`のカップ (d`) 0 4 0 1 1 4 0 2 2

2つのカップの合計 (d`) 5 5 1 1 6 6 2 2 7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
3 3 0 5 4 4 0 5

4 0 3 3 4 0 4 4

7 3 3 8 8 4 4 9

　
6d`のカップ (d`) 6 3 3 0 6

3d`のカップ (d`) 0 3 0 3 3

2つのカップの合計 (d`) 6 6 3 3 9

・5d`のカップと 4d`のカップを使ったら 1∼9d`の水が
作れた。
・6d`のカップと 3d`のカップを使うと，3，6，9d`の水
しか作れない。
・3，6，9は３の倍数になっている。

●グループＡとグループＢの交流
・それぞれ作ることのできた水の量を発表し合う。
・「2の倍数」の「2」や「3の倍数」の「3」は，どこか
ら出てきたのだろう。
→ 2つのカップの容量の最大公約数になっている。

・２つのグループで交流して、
それぞれの実験結果を知り、そ
こから分かったことや新しく
疑問に思ったことを出し合い、
深めるようにする。
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6d`のカップ (d`) 6 2 2 0 6 4 4 0 6

4d`のカップ (d`) 0 4 0 2 2 4 0 4 4

2つのカップの合計 (d`) 6 6 2 2 8 8 4 4 10

・6d`のカップと 4d`のカップを使ったら 2，4，6，8，
10d`の水が作れた。
・2，4，6，8，10は 2の倍数で、2は 6と 4の最大公約
数になっている。

・容器の容量の最大公約数が
関係していることを確認する
ために, 6d`のカップと 4d`の
カップ, 9d`のカップと 6d`の
カップを使った場合を試してみ
るように指示する。

9d`のカップ (d`) 9 3 3 0 9 6 6 0 9

6d`のカップ (d`) 0 6 0 3 3 6 0 6 6

2つのカップの合計 (d`) 9 9 3 3 12 12 6 6 15

・9d`のカップと 6d`のカップを使ったら 3，6，9，12，
15d`の水が作れた。
・3，6，9，12，15は 3の倍数で, 3は 9と 6の最大公約
数になっている。

・時間があれば他の容量の容
器の場合を試してみてもよい
ことにする。
（ただし、容器の容量は一桁
の整数で、２つの容器の容量
が異なるようにする。）

ま
と
め

●分かったこと・気づいたことを自分なりにまとめて発表
? カップの大きさと作ることのできる水の量の関係
について
・2つのカップの容量の最大公約数を考えると
5と 3の最大公約数は 1，5と 4の最大公約数も 1，
6と 2の最大公約数は 2，6と 3の最大公約数は 3，
6と 4の最大公約数は 2，9と 6の最大公約数は 3

作ることのできる水の量は，2つのカップの容量の
最大公約数の倍数になっている。
また，その数は 2つのカップの容量の和までになっ
ている。

・2つの数字の最大公約数と差
が同じになる場合があるが,そ
れは偶然であり,必ずしもそう
ではないということを確認す
る。
・必ずしも全員が同じ結論に
なっていなくてもよい。

●練習問題 ・確かめの問題をする。


